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広陵町聴覚障害者協会の皆さんとともに
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臨
時
会
が
、
４
月
15
日
に
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

　
案
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
町
監
査
委
員
の
選
任

議
会
議
員
か
ら

堀
川　
季
延　
（
大
字
平
尾
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
　
事

平成31年平成31年
第１回

4月15日

臨 

時 

会

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議長
奥本　隆一

副議長
谷　禎一

奥
本
　
隆
一
議
員
が
議
長
に

副
議
長
に
は
谷
　
禎
一
議
員

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
30
年
を
越
え
る
「
平
成
」
と
い
う
時
代
が
終
わ
り
、
本
年

5
月
か
ら
新
元
号
「
令
和
」
と
な
り
、
大
き
な
時
代
の
区
切

り
を
迎
え
る
感
慨
深
い
年
に
、
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
第

1
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
そ
の
職
責
の

重
さ
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
正
で
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
財
政
状
況
の
厳
し
い
お
り
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
へ
の
対
応
、施
設
の
老
朽
化
対
策
、

災
害
対
策
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　
こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
町
議
会
は
、
議
会
活
動
の
よ
り
一

層
の
活
性
化
を
目
指
し
、
議
会
運
営
の
在
り
方
を
検
討
す
る

た
め
「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」
を
昨
年
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
、

皆
さ
ま
へ
の
情
報
提
供
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
本
位
の
立
場

で
積
極
的
に
政
策
の
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て

広
陵
町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
安

全
・
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
行
政
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
町
議
会

へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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常任委員会・議会運営委員会構成決まる
　一定部門の事務に関する調査及び議案、陳情等の審査を行うために、総務文教委員会と厚生建設
委員会の常任委員会があります。また、議会を円滑に進めるために、議会運営委員会が設置されて
おります。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
吉
田　
信
弘

副
委
員
長　
八
尾　
春
雄

委　
　
員　
吉
村
眞
弓
美

委　
　
員　
吉
村　
裕
之

委　
　
員　
坂
口　
友
良

委　
　
員　
青
木　
義
勝

　
　
　

厚生建設委員会

総務文教委員会

委員
堀川　季延

委員
吉村眞弓美

委員
青木　義勝

委員
奥本　隆一

委員
八尾　春雄

委員
坂口　友良

委員
谷　禎一

委員
吉村　裕之

副委員長
笹井　由明

副委員長
山田美津代

委員長
山村美咲子

委員長
坂野　佳宏

委員
濵野　直美

委員
吉田　信弘

〈主な所管事項〉
・社会福祉、保健衛生、労働その他厚生一般に関する事項
・土木、耕地、都市計画その他建設一般に関する事項
・商工、観光、上下水道事業に関する事項
　を審査

〈主な所管事項〉
　行政一般、財政及び他の委員会に属さない事項を審査
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防
災
対
策
と
し
て

た
め
池
防
災
減
災
整
備
事
業
は
？

　
34
か
所
で
池
氾
濫
解
析
業
務
を
実
施
。

予算審査
特別委員会

質
疑

一
般
会
計

　
町
民
税
70
万
円
増
額
の
根
拠
は
？

　
新
し
い
一
戸
建
て
が
多
く
建
っ
て
き
て
い
て
、
働
き
盛

り
の
か
た
が
た
が
増
え
る
見
込
み
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
何
に
使
う
の
か
？

　
ナ
ラ
枯
れ
対
策
や
森
林
学
習

費
用
に
充
て
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
は
？

　
11
・
４
％

　
町
の
縮
減
計
画
に
入
っ
て
い
る
交
通
公
園
の
今
後
は
？

　
除
却
し
、
公
園
の
み
を
残
す
方
向
。

　
老
人
施
策
関
係
が
減
っ
て
い
る
理
由
？

　
実
績
ベ
ー
ス
で
予
算
計
上
し
て
い
て
利
用
者
を
制
限
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

歳
入

歳
出

　
百
済
中
央
線
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
進
捗
状
況
は
？

　
用
地
取
得
を
23
筆
中
19
筆
終
え
た
と
こ
ろ
。
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国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

介
護
保
険

特
別
会
計

　
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

　
月
に
一
度
、
エ
リ
シ
オ
ン
・
お
き
な
の
杜
大
和
園

広
陵
温
泉
で
開
催
。

　
予
算
額
が
減
っ
て
い
る
理
由
は
？

　
被
保
険
者
数
が
97
人
減
っ
て
い
る
。

　
健
康
診
査
を
委
託
科
増
額
の
理
由
は
？

　
単
価
の
値
上
が
り
と
対
象
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

☆
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　　

第
２
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
改
修
が
遅
れ
開
始
が
７

月
と
何
故
ず
れ
込
ん
で
い
る
の
か
？

　
補
助
事
業
で
あ
る
た
め
補
助
金
決
定
後
の
工
事

と
な
る
た
め
。

☆
一
般
会
計
の
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
に
対
し
て
、

修
正
案
が
出
さ
れ
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
修
正
案
以
外
の
一
般
会
計
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
介
護
予
防
教
室
、
ミ
ニ
運
動
教
室
の
参
加
数
は
?

　
21
か
所
あ
る
「
か
よ
い
の
湯
」
の
利
用
者
も
増
え

て
い
て
、
延
べ
５
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　
生
活
援
助
回
数
が
月
30
回
程
度
に
減
ら
さ
れ
て
い

る
。月
30
回
以
上
は
届
け
出
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

何
件
か
？

　
届
け
出
し
て
い
る
の
は
2
件
。

☆
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
支
払
い
困
難
な
人
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
て
保
険
税
を
軽
減
す
べ
き
で

は
？

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
県
単
位
化
で
廃
止

さ
れ
て
い
る
若
者
検
診
な
ど
に
関
し
て
の
補
助
金
は
無

く
、
一
般
施
策
で
対
応
し
て
い
る
。

☆
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

戦
没
者
追
悼
式
は

年
々
参
列
者
が
減
っ
て

き
て
い
る
が
対
策
は
？

　
参
列
者
が
献
花
し

や
す
い
方
法
を
検
討
す

る
。
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予
算
審
査
特
別
委
員

　
小
学
校
の
残
食
数
は
２
・
７
％
程
だ
が
、
中
学
校

は
10
・
4
％
と
多
い
。
な
ぜ
か
？

　
12
・
5
％
と
増
え
て
い
る
。
学
級
閉
鎖
や
塩
分
濃

度
が
3
グ
ラ
ム
か
ら
2.5
グ
ラ
ム
に
制
限
さ
れ
た
こ
と
が

要
因
。

☆
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
施
政
方
針
に
料
金
改
正
の
方
針
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
値
上
げ
を
検
討
か
？

　
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
に
諮
問
を
し
て
、
9

月
議
会
で
上
程
予
定
。

☆
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

学
校
給
食

特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

墓
地
事
業

特
別
会
計

☆
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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議員報酬（14人分）	 5,011万円
職員給料（ 3人分）	 1,232万円
議員・職員期末手当等	 2,723万円
共済費	 2,217万円
議員研修旅費等	 97万円
議会交際費	 30万円
議会だより印刷代	 313万円
法規追録等事務用品等	 123万円
役務費	 10万円
会議録作成及び検索システム委託料

	 315万円
使用料及び賃借料	 137万円
政務活動費	 168万円
議長会負担金	 158万円

平成３１年度一般会計予算を修正可決
予算額１１２億７７６万円

平成緊急内水対策事業
2,500

万円
　奈良県と連携して古寺川・広
瀬川流域で雨水を一時貯留する
施設を整備し、下流で発生する
浸水被害の頻度を軽減させる。
　また貯留施設は、非貯留時に
運動施設等の有効活用ができる
ような機能を併せて検討する。

都市機能整備事業

小・中学校便所洋式化事業

中央体育館駐車場拡張整備事業

1億
5,400

万円

9,153
万円

4,004
万円

・橋りょう長寿命化修繕事業
・百済（淵口）道路整備事業
・百済赤部線整備事業
・南郷８号線整備事業
・箸尾駅前線整備事業
・西谷公園整備事業　など

　「歴史・文化のまちづくりプロジェクト」とし
て巣山古墳の整備促進を進めている。
　巣山古墳の北西には馬見丘陵公園が接し、多
くの人が訪れ、巣山古墳に立ち寄るケースが増
加している。墳丘に立ち入れる大型前方後円墳
として歴史学習の拠点として集客を図り、さら
には移住人口の増加を図り、観光振興と地域活
性化の資源とする。

　２０１３年・２０１４年に策定した公園長寿
命化計画に基づき、２４カ所ある対象公園にお
いて、遊具・広場・遠路等の点検や補修を行う
とともに必要に応じて更新・改修等の整備を行
い、来園者の安心・安全確保とライフサイクル
コストの縮減を図る。

　小・中学校における
教育環境を向上させるため
洋式便所を設置する。

　駐車場の拡張整備改修を行
うことにより、利用者の利便
性の向上を図る。

特別史跡巣山古墳整備事業

公園施設長寿命化対策支援事業

広陵元気号運行事業

4,000
万円

3,000
万円

6,992
万円

　地域に身近な公共交通として継続して運行
し、移動に関する利便性を向上させる。

議会運営費

1億
2,534

万円

このようなことに使われます
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平成30年度広陵町介護保険特別会
計補正予算（第２号）
保険事業勘定歳入歳出（それぞれ100万円）
を減額
介護サービス事業勘定歳入歳出（それぞれ
100万円）を追加

平成30年度広陵町墓地事業特別会
計補正予算（第２号）　
歳入歳出（それぞれ606万4千円）を追加

平成30年度広陵町学校給食特別会
計補正予算（第１号）
歳入歳出（それぞれ600万円）を減額

平成31年度広陵町一般会計予算
歳入歳出総額112億2,000万円

平成31年度広陵町国民健康保険特
別会計予算
歳入歳出総額32億8,350万円

平成31年度広陵町後期高齢者医療
特別会計予算
歳入歳出総額4億140万円

平成31年度広陵町介護保険特別会
計予算
歳入歳出総額23億5,580万円

平成31年度広陵町墓地事業特別会
計予算
歳入歳出総額2,370万円

平成31年度広陵町学校給食特別
会計予算
歳入歳出総額2億9,320万円

平成31年度広陵町水道事業会計予
算
収益的支出   9億1,047万2千円
資本的支出   3億9,287万8千円

平成31年度広陵町下水道事業会計予算
収益的支出　10億8,672万8千円
資本的支出　  7億6,402万円

議案
第18号
 

議案
第19号  

議案
第20号  

議案
第21号 

議案
第22号

議案
第23号

議案
第24号

議案
第25号

議案
第26号

議案
第27号 

議案
第28号  

議案
第29号 

議案
第30号

議案
第31号

第１号 

第２号

第３号  

第４号

第５号

第６号

第７号

第１号

第２号

地域福祉計画を定めることについて
議会基本条例の定めにより議会の承認を得
るべく町の重要な計画書

葛城市・広陵町介護認定審査会共
同設置規約の変更
介護認定審査会委員の定数を現行６班30
人以内を8班40人以内に変更し知事に届け
出るもの

平成30年度広陵町一般会計補正予
算（第６号）
歳入歳出（それぞれ8,768万1千円）を追加

広陵町議会政務活動費の交付に関する条例
の一部を改正することについて

広陵町奨学資金支給条例の一部を改正する
ことについて

昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除に関
する条例の廃止について

予算審査特別委員会設置に関する決議につ
いて

２０１９年１０月の消費税増税中止を求め
る意見書について

米軍基地負担に関する提言の推進を求める
意見書について

食品ロス削減に向けてのさらなる取り組み
を進める意見書について

議会活性化特別委員会の活動期間延長につ
いて

議案第１７号「平成３０年度広陵町一般会
計補正予算（第５号）」に対する附帯決議
について

（条例制定５件、条例改正１１件、当初予算８件、補正予算５件、規約変更１件、決議１件、
修正案２件、議員提出議案７件、委員会提出議案２件）

　　議員提出議案

　　委員会提出議案
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広陵町自治基本条例審議会設置条
例の制定
自治基本条例の策定に向け必要な調査 研究・
素案などを審議に付すため設置するもの

広陵町森林環境基金条例の制定

広陵町・香芝市共同中学校給食セ
ンター運営委員会設置条例の制定
中学校給食センターの円滑な運営について必
要な調査及び審議を行うため設置するもの

広陵町ともにはぐくむ手話言語条
例の制定
手話に関する施策を総合的かつ計画的に推
進し、地域共存社会の実現を目指し設置す
るもの

広陵町農業版コワーキング施設設置
条例の制定
就農を希望する者に営農の場を提供するこ
とにより、農業経営に係る技術の向上を図
るために設置するもの

職員の勤務時間、休暇等に関する条 
例改正
働き方改革を推進するための法律の成立を
受け、本町職員の時間外勤務命令の上限時
間を規則で定めることができるよう改正す
るもの

広陵町放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定め
る条例改正
放課後児童支援員に係る基礎資格の明確化
及び資格要件の拡大が図られ改正するもの

広陵町放課後子ども育成教室条例
改正
放課後子ども育成教室利用者数の増加に伴
い施設を追加するもの

議案
第１号

議案
第２号

議案
第３号

議案
第４号 

議案
第５号 

議案
第６号

議案
第７号

議案
第８号 

議案
第９号

議案
第10号

議案
第11号  

議案
第12号

議案
第13号

議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

議案
第17号 

広陵町子ども医療費助成条例改正          
奈良県全市町村で統一して平成３１年８月
診療分から未就学児を対象に利用者の窓口
負担の軽減を目的とした現物給付方式を導
入することに伴い改正するもの

広陵町ひとり親家庭等医療費助成
条例改正（議案第９号と同じく）

広陵町心身障がい者医療費助成条
例改正（議案第９号と同じく）

広陵町国民健康保険税条例改正

広陵町霊園条例改正
石塚霊園地内において家族単位でなく広く
共同に利用する合葬墓地が新設されること
に伴い改正するもの

広陵町ふるさと会館条例改正
講座室を小規模保育施設として利用するた
めの改正

広陵町営住宅管理条例改正
町営住宅入居の手続きに必要な請書の連帯
保証人について、町内居住の条件を削り、
同規則では連帯保証人を２人から1人とす
るもの

広陵町水道事業布設工事監督者の
配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条
例改正
専門職大学の前期課程修了者を監督者及び
管理者に取り扱うこととし、技術試験に係
る第2次試験の選択科目が見直されたこと
に伴い改正するもの

平成30年度広陵町一般会計補正予
算（第５号）
歳入歳出（それぞれ1億7，702万5千円）
を減額

（修正案・頁10に掲載）

平成31年3月定例会提出案件42件
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［議案第17号］平成30年度広陵町一般会計補正予算（第５号）に対する修正案

①建て替えに期間を要すれば、県が指摘の無許可増築の是正工事と想定外の災
害に備える安全確保の工事は早急に。更なる先送りはすべきではない。

②年度末に向け、そのほとんどが事業費確定による予算調整のための補正であ
る。明許繰越費補正においては、国の補正予算にかかるもの、必然的な理由
により年度内執行のめどがつかないものについては、制度上の適正な処理が
なされている。今回、早急な是正を必要とする中央公民館改修費設計委託料
において、明許費補正から削除しようとする修正案には反対。

① 1 万人の署名を集めた町民の意向をよく聞き、進めるべき予算だった。そこ
を怠ったため町民の不信をかった。この是正・改修予算は除きよく話し合っ
て今後を決めるべき。

②中央公民館の建て替えを展望し、利用者の意見を聞き、問題ないように確認
してから補正予算を提案されたい。

議　　　案

濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷
　
禎

一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

議案第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第2号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第3～11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第12号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ × ○ 原案可決
議案第13～16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第17号
原案（修正案を除く部分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
修正案 × ○ ○ ○ ○ × × ○ − × ○ × ○ × 可　　決

議案第18～20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第29～31号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第1～4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第5号 × × ○ × × × × × − × ○ × ○ × 否　　決
議員提出議案第6～7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
委員会提出議案第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
委員会提出議案第2号 − − − − − − − − − − − − − − 審議未了

反対

賛成

Q. どうして修正案が出されたの？
A．中央公民館の設計費の繰越については当初の予算目的が変更となり、議会は建て替え

について全会一致で可決しているが、請願者と十分協議がなされないまま改修計画を
進めている。強制力のない附帯決議ではなく、真摯に住民と協議して進めるように修
正案が出された。

　平成３１年3月定例会　採決状況一覧　　　（○賛成　×反対） 議長（堀川　季延）は採決に加わりません
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反対

賛成

［議案第21号］　平成31年度広陵町一般会計予算

議　　　案

濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷
　
禎

一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

第21号 一般会計 原案（修正案を除く部分） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 可　　決
一般会計 修正案 × ○ ○ ○ ○ × × ○ － × ○ × ○ ○ 可　　決

第22号

特別会計

国民健康保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
第23号 後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
第24号 介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
第25号 墓地事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第26号 学校給食特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 原案可決
第27号 水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第28号 下水道事業会計 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

・ゴミ袋の無料化が実現していない。職員・教員の長時間労働に対して
抜本的な対策がない。35億円投入する箸尾の開発は無謀だ。

・第４次総合計画後期基本計画を基に「豊かな町」「安全な町」「元気な町」
を重点項目とし、町の将来を見据え、産業総合振興機構の設立、県と連
携した竹取公園のまちづくり、幼児教育無償化への対応、防災・防犯体
制の充実、さらには持続可能な開発目標（SDGs）自治体モデル事業へ
のエントリーなど、どれも安心して住み続けられる持続ある町をめざし
ての予算編成であり賛成。ただし、社会福祉協議会補助金にかかる減額
修正案については反対。

　平成３１年3月定例会　採決状況一覧　　　（○賛成　×反対）

［議案第21号］　平成31年度広陵町一般会計予算に対する修正案

賛成

反対
①予算委員会において修正される箇所に対しての質問は一つしかなく、

修正ありきの予算委員会に違和感がある。
②広陵町福祉行政においては、共助を実現する地域福祉の重要性が益々

増加している中で、社会福祉協議会は中心的役割を果たしている。それ
がため行政からの資金増強も必要である。社協改善計画、社協地域福祉
活動計画に沿った補助金の予算計上は適切であり、減額修正案には反対。

①社協は1900万円の 残金があると 局長から 説明を 受けた。だとすれ
ば、町から追加の補助を受けずに、自力で事業を進めていけるよう
にすべき。

② 社 会 福 祉 協 議 会 の 自 立 を 求 め て 行 う 修 正 で あ り 運 営 の 改 善 を 求
め る 。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問
議長   堀

ほ り か わ

川　季
と し の ぶ

延

（町長以下理事者）

（町長以下理事者一同）

　

一
般
質
問
を
３
月
７
日
～
11
日
に
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に

わ
た
り
理
事
者
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状

況
及
び
将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
聞

き
、
あ
る
い
は
報
告
、
説
明
を
求
め
る
た
め

に
行
い
ま
す
。

　

広
陵
町
議
会
は
、
通
告
制
（
質
問
内
容
を

あ
ら
か
じ
め
議
長
に
提
出
す
る
。）
を
採
用
し
、

一
議
員
、
一
時
間
の
持
ち
時
間
が
あ
り
、
質

問
回
数
に
は
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
質
問
内
容
及
び
答
弁
内
容
に
つ
い

て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
掲
載
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
、
６
月
上
旬
に
町
役
場
及
び
町

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、

広
陵
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

※
答
弁
者
の
「
理
事
者
」
と
の
記
載
は
、町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
、
関
係
部
長
の
発
言
を
要

約
し
て
掲
載
す
る
場
合
に
用
い
て
い
ま
す
。



13

広陵町議会だより　105 号

　
　①	

役
場
庁
舎
東
側
水
路
転
落
死
事
故
で

２
９
０
０
万
円
の
支
払
い
判
決
が
出
た
後
、

ま
た
自
動
車
事
故
が
発
生
し
た
。
庁
舎
施
設

や
他
の
公
共
施
設
の
安
全
管
理
は
で
き
て
い

る
の
か
。

②
施
設
管
理
者
に
聞
く
が
、
庁
舎
は
耐
震
工
事

施
工
後
、
補
強
部
分
を
含
め
多
く
の
亀
裂
が

発
生
し
た
。

　
施
工
後
の
検
査
は
済
ん
で
い
る
の
か
。

①
施
設
管
理
者
が
定
期
的
に
自
主
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
危
険
個
所
は
早
急
に
修
繕
を
し
て
い

く
。

②
施
工
者
及
び
設
計
事
務
所
で
工
事
は
完
了
し
て

い
る
が
、
も
う
一
度
調
べ
る
。 

　
　①	

広
陵
中
学
校
の
風
紀
が
乱
れ
て
お
り
、
コ
ン

ビ
ニ
で
買
い
食
い
し
て
い
る
生
徒
に
注
意
し

た
住
民
が
絡
ま
れ
る
な
ど
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
状
況
は
。

②
給
食
時
間
や
残
食
に
つ
い
て
問
題
あ
る
か
確

認
し
た
か
。

①
学
校
、
教
育
委
員
会
、
香
芝
警
察
署
関
係
者
が

定
期
的
に
懇
談
を
持
ち
改
善
に
向
け
て
進
ん

で
い
る
。

②
現
状
で
問
題
が
な
い
の
で
時
間
延
長
は
認
め
な

い
。
残
食
に
つ
い
て
は
個
人
の
体
格
等
で
差
が

あ
る
た
め
、
配
缶
量
の
調
整
を
検
討
。

中
央
公
民
館
建
替
え

請
願
者
が
再
度
議
会
へ

公
共
施
設
及
び
周
辺
管
理

に
つ
い
て
徹
底
を

広
陵
中
学
校
改
善
へ
町
の

取
組　
急
務

　
　
一
万
人
増
の
住
民
が
公
民
館
の
早
期
建
て

替
え
を
望
ん
で
い
る
。

①
い
つ
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

②
住
民
と
十
分
協
議
を
せ
ず
進
め
た
た
め
本
問

題
が
発
生
し
た
。
今
後
は
請
願
者
と
丁
寧
な

協
議
を
重
ね
合
意
を
得
て
進
め
る
こ
と
。

①
建
物
の
建
て
替
え
時
期
に
つ
い
て
は
明
言
せ

ず
。

建
物
強
度
は
問
題
な
い
が
、
法
的
基
準
に
適
合

し
な
い
部
分
は
ト
イ
レ
改
修
・
空
調
機
入
替
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
と
併
せ
て
考
え
る
。

②
か
ぐ
や
姫
ホ
ー
ル
を
利
用
し
説
明
を
す
る
こ

と
も
考
え
る
。

問山
村
町
長

山
村
町
長

谷
た に

　禎
よ し

一
か ず

問

問植
村
教
育
長
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31
年
度
予
算
は
ム
ダ
を
省
き
合
理
化
予
算

に
仕
上
げ
た
が
、
収
入
が
不
足
し
４
億
７
９

１
２
万
円
の
基
金
の
取
り
崩
し
を
計
上
し
て
い

る
。
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
分
担
金
や
中
継
基

地
工
事
な
ど
大
型
予
算
計
画
が
目
白
押
し
で
あ

る
。
質
素
倹
約
を
旨
と
し
つ
つ
、
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
洋
式
化
や
西
谷
公
園
の
施
設
更
新
な
ど

必
要
な
投
資
は
惜
し
ま
な
い
。備
え
は
十
分
か
。

　
30
年
度
も
２
億
数
千
万
円
の
取
り
崩
し
を
見

込
ん
で
い
る
。
10
年
間
の
中
期
財
政
計
画
を
、

住
民
ニ
ー
ズ
や
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

健
全
な
財
政
運
営
を
は
か
っ
て
い
く
。

問

　
　
両
計
画
を
読
む
と
、
広
陵
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
役
割
は
大
変
大
き
い
と
考
え
る
。
実

活
動
を
担
う
セ
ン
タ
ー
と
な
る
部
門
で
あ
る
の

で
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長
・
職
員
は

活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
町
長
が
自
信
を
持
っ
て
推
薦
し
て
く
れ

た
職
員
な
の
で
安
心
し
て
い
る
が
、
町
も
協
力

体
制
を
願
う
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
行
政
と
の
間
で
大
切
な

役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
、
人
材
育
成
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
や
協
議
体
発
足
に
向
け
て
、

31
年
度
も
事
業
を
進
め
て
い
く
。　

問

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど

大
型
予
算
へ
の
備
え
は

地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計

画
へ
の
協
力
体
制
を
願
う

小
学
校
の
学
力
低
下
の
回

復
に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き

　
　
中
学
校
の
学
力
が
長
期
低
下
傾
向
に
あ

り
、
小
学
校
も
つ
い
に
平
均
以
下
の
教
科
も
で

た
。
今
回
、
広
陵
東
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し

て
「
広
陵
放
課
後
塾
」
を
開
設
す
る
が
、
一
つ

で
大
丈
夫
か
。
予
算
は
惜
し
ま
な
い
の
で
、
私

も
協
力
す
る
が
、
各
大
学
生
の
協
力
も
得
て
順

次
、
開
設
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
ず
、
東
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
開
設

し
、
他
の
小
学
校
に
も
順
次
開
設
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
元
教
員
や
大
学
生
な
ど
の
地
域

の
人
材
を
指
導
員
と
し
て
募
り
、
学
力
向
上
の

た
め
に
協
力
を
願
っ
て
い
く
。

問

坂
さ か ぐ ち

口　友
と も よ し

良

山
村
町
長

山
村
町
長

山
村
町
長
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岐
神
社
が
、
か
ぐ
や
姫
の
ま
ち
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
る
よ
う
な
参
道
整
備
や
隣
接
す
る
町
有

地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
す
る
。 

○
町
営
住
宅
入
居
補
欠
者
を
待
機
登

録
制
に

その他の
質問事項

広陵町議会だより　105 号

幸
せ
な
こ
と
だ
か
ら
。』

　
世
界
に
は
、
こ
の
様
な
現
実
が
あ
る
こ
と
を
、

わ
が
町
の
学
校
に
お
い
て
、
総
合
学
習
等
の
機

会
に
映
像
も
取
り
入
れ
て
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
平
和
な
学
び
の
園
に
な
り
、
ま
た
、
給
食
の

残
飯
も
減
る
と
考
え
る
が
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　
本
町
が
「
か
ぐ
や
姫
」
で
町
お
こ
し
を
し

て
早
い
も
の
で
24
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
原
点

神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
讃
岐
神
社
周
辺
の
整
備

が
以
前
か
ら
望
ま
れ
て
い
る
。
手
始
め
に
神
社

参
道
の
両
側
を
竹
笹
で
作
ら
れ
た
柵
を
施
し
、

風
情
が
感
じ
ら
れ
る
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
併
せ
て
、
町
お
こ
し
の
一
環
と
し

て
買
収
さ
れ
た
神
社
隣
接
町
有
地
の
有
効
活
用

も
考
え
、
多
く
の
方
が
訪
れ
た
く
な
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
す
る
ぐ
ら
い
の
気
迫
で
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
観
光
の
専
門
家
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
も
、
讃
岐
神
社
が
「
竹
取
物
語
」
ブ

ラ
ン
ド
構
築
の
要
で
あ
る
た
め
「
ま
ち
の
宝
」

と
い
う
意
識
の
共
有
が
不
可
欠
と
の
意
見
も
あ

る
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
進
め
る
基
本
計
画
の
策
定

に
お
い
て
は
、
議
員
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た
讃

問 三
吉
讃
岐
神
社
詣
り
で

町
お
こ
し

勉
強
で
き
る
「
あ
た
り
ま

え
」
に
感
謝
し
て

　
　
昨
年
６
月
定
例
議
会
で
「
書
き
存
じ
は
が

き
」
で
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
支

援
を
町
や
学
校
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
は
と
質
問

し
た
経
緯
が
あ
る
。

中
学
１
年
生
の
女
生
徒
が
、
発
展
途
上
国
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
感
想
を
、
新
聞
に
投
稿

さ
れ
た
。

『
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
、
朝
か
ら
暗
く
な
る
ま

で
働
い
て
い
る
と
い
う
。
し
か
も
食
べ
物
も
十

分
に
食
べ
ら
れ
な
い
。
学
校
で
勉
強
し
た
く
て

も
行
く
余
裕
が
な
い
。そ
ん
な
厳
し
い
生
活
だ
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
現
実

で
あ
り
、「
あ
た
り
ま
え
の
生
活
」
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
私
は
も
っ
と
真
剣
に

授
業
を
受
け
よ
う
と
思
う
。勉
強
で
き
る
っ
て
、

奥
お く も と

本　隆
た か い ち

一

山
村
町
長

植
村
教
育
長

問

　
児
童
会
や
生
徒
会

等
の
取
り
組
み
を
通

し
た
活
動
に
つ
な
が

る
よ
う
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
回
収

ポ
ス
ト
設
置
と
併
せ

校
長
会
を
通
じ
て
も

お
願
い
す
る
。

「発展途上国の子どもたち」
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中
学
校
で
は
生
徒
の
退
出
時
刻
15
分
前
に

放
送
で
知
ら
せ
、明
る
い
時
間
帯
の
帰
宅
を
進

め
て
お
り
、教
員
の
残
業
抑
制
に
も
効
果
が
出

て
い
る
。し
か
し
、生
徒
指
導
・受
験
な
ど
を
担

当
す
る
学
校
で
あ
り
絶
対
的
な
教
員
総
数
そ
の

も
の
が
不
足
し
て
い
な
い
か
。管
理
職
の
仕
事

の
進
め
方
に
も
問
題
は
な
い
か
。タ
イ
ム
カ
ー

ド
を
導
入
し
て
も
月
80
時
間
の
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
る
残
業
を
容
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、管

理
し
て
も
改
善
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
教
員
の
定
数
は
法
令
で
定
め
て
お
り
、基
礎

自
治
体
の
裁
量
で
は
改
善
で
き
な
い
た
め
国
や

県
に
要
望
し
続
け
て
い
る
。

問
　
　
本
人
に
了
解
ど
こ
ろ
か
通
告
も
し
な
い

で
、
町
は
18
歳
と
22
歳
の
男
女
の
名
簿
を
住
民

基
本
台
帳
か
ら
抽
出
・
印
刷
し
、
こ
の
4
年
間

で
３
０
４
２
名
分
を
自
衛
隊
に
提
供
し
た
。
県

内
の
他
の
自
治
体
で
は
台
帳
の
閲
覧
に
供
す

る
の
み
に
留
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
広
陵

町
の
対
応
は
異
様
で
さ
え
あ
る
。
今
後
は
希
望

者
に
就
職
斡
旋
を
行
う
の
み
を
原
則
と
せ
よ
。

大
切
な
個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
漏
洩
し
て
反

省
は
な
い
の
か
。
少
な
く
と
も
情
報
を
提
供
し

た
こ
と
を
本
人
に
通
知
せ
よ
。

　
反
省
は
し
て
い
な
い
。
通
知
を
行
う
こ
と
も

し
な
い
。
法
令
の
定
め
に
従
っ
た
の
み
で
あ
り

問
題
な
い
。

　
　
町
が
会
費
を
負
担
し
て
い
る
北
方
領
土
返

還
運
動
奈
良
県
民
会
議
に
お
い
て
、
北
千
島
の

返
還
運
動
を
提
起
し
た
か
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で

は
、
カ
イ
ロ
宣
言
（
１
９
４
３
年
11
月

：

戦
勝

に
よ
る
領
土
の
拡
大
を
求
め
ず
）の
履
行
が
定

め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
１
８
７
５
年
の
樺
太
千

島
交
換
条
約
に
よ
り
外
交
努
力
で
定
め
ら
れ
た

日
露
国
境
線
が
、第
二
次
大
戦
で
ソ
連
（
当
時
）

に
よ
り
侵
害
さ
れ
て
い
る
。
尖
閣
列
島
・
竹
島

と
並
び
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
千
島
列
島

に
つ
い
て
、
町
も
歴
史
的
正
当
性
を
し
か
る
べ

く
主
張
す
べ
き
だ
。

　
政
府
が
進
め
る
方
針
に
則
っ
た
解
決
方
法
に

よ
る
も
の
と
考
え
る
。

問

中
学
校
教
員
の
長
時
間

労
働
改
善
に
つ
い
て

自
衛
隊
員
採
用
の
た
め
の

個
人
情
報
漏
洩
に
つ
い
て

北
千
島
の
返
還
運
動
に
つ

い
て

○
元
気
号
の
改
善
に
つ
い
て

○
L
G
B
T
研
修
に
つ
い
て

その他の
質問事項

植
村
教
育
長　

山
村
町
長

山
村
町
長

八
や つ

尾
お

　春
は る

雄
お

問
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②
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、“
町
を
ま
る
ご

と
商
品
化
”に
よ
る
地
域
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す

る
と
共
に
、
高
収
益
作
物
の
販
路
安
定
の
実

現
、
広
陵
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
販
路
拡
大
、

町
独
自
の
観
光
協
会
的
機
能
の
立
ち
上
げ
を

視
野
に
い
れ
る
。

③
既
存
事
業
者
や
団
体
へ
の
対
応
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
新
規
起
業
の
誘
導

な
ど
、
各
分
野
の
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
と

共
に
自
ら
も
事
業
を
行
い
、
行
政
が
対
応
で

き
な
い
領
域
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
な

事
業
を
補
完
す
る
た
め
、
民
間
的
運
営
の
行

政
外
組
織
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
行
政
改
革
と
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入
が

一
対
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
に
問
う
。

①
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
く
財
務
書
類
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

②
現
世
代
と
将
来
世
代
の
利
益
及
び
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

①
「
説
明
責
任
の
履
行
」
と
「
財
政
の
効
率
化
・

適
正
化
」
を
目
的
と
し
、
県
内
市
町
村
の
数

値
の
収
集
比
較
と
、
今
後
、
国
が
公
表
す
る

類
似
団
体
と
を
比
較
検
討
し
、
予
算
編
成
の

参
考
と
す
る
。

②
地
方
債(

借
金)

は
将
来
に
わ
た
っ
て
受
益

が
お
よ
ぶ
資
産
に
充
て
ら
れ
る
が
、
古
い
資

産
に
同
じ
負
担
と
い
う
の
は
不
公
平
感
が
あ

る
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
な
か

行
政
改
革
を
推
進
し
、
将
来
世
代
の
負
担
が

少
な
く
な
る
財
政
運
営
を
し
た
い
。

問 財
務
書
類
分
析
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て

(

仮)

産
業
総
合
振
興
機
構

の
事
業
展
望
に
つ
い
て

　
　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
進
め

る
、「(

仮
称)

産
業
総
合
振
興
機
構
」
設
立

に
よ
る
産
業
、
農
業
、
観
光
分
野
の
振
興
と
地

域
の
活
性
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

①
本
町
と
民
間
主
体
で
あ
る
機
構
と
の
政
策
連

携
に
つ
い
て

②
各
分
野
に
お
け
る
事
業
構
想
に
つ
い
て

③
公
と
民
の
役
割
を
整
理
し
、
機
構
の
存
在
を

行
政
組
織
の
再
編
と
行
財
政
改
革
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。

①
特
定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
で
の
イ
チ
ゴ
や
な
す

等
の
農
業
の
高
収
益
化
、
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
組
な

ど
、
儲
か
る
農
家
、
儲
か
る
中
小
企
業
等
を

増
や
し
、
各
分
野
の
地
域
課
題
の
解
決
に
寄

与
す
る
。

問

吉
よ し

村
む ら

　裕
ひ ろ

之
ゆ き

理
事
者

理
事
者
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①
土
・
日
曜
日
な
ど
駐
車
場
不
足
で
あ
る
、
土

地
所
有
者
か
ら
の
打
診
で
交
渉
が
成
立
し
た
。

②
中
央
公
民
館　
６
６
５
３
㎡
、
１
１
６
台

　
中
央
体
育
館　
６
４
８
４
㎡
、
２
６
台

③
１
０
４
６
㎡
、
約
３
０
台

④
位
置
が
本
町
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る
立
地
で
あ

る
の
で
、
今
後
の
施
設
の
個
別
計
画
と
他
の

施
設
の
利
活
用
も
含
め
た
構
想
を
盛
り
込
ん

で
い
き
た
い
。

広陵町議会だより　105 号

が
最
適
と
判
断
し
た
。

③
幼
稚
園
跡
地
で
あ
り
地
域
住
民
が
憩
え
る
活

用
を
目
指
す
。

④
従
来
の
行
政
主
導
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
な
く

民
間
運
営
の
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　
　
平
成
29
年
の
12
月
議
会
で
企
業
へ
の
売

却
も
活
用
の
手
段
と
提
言
し
て
い
る
。私
案
だ

が
、箸
尾
駅
→
大
福
寺
→
教
行
寺
→
「
売
却
地
」

→
高
田
川
堤
→
馬
見
丘
陵
公
園
へ
の
ミ
ニ
観
光

ル
ー
ト
と
な
る
位
置
に
あ
る
。応
募
企
業
に
町

の
憩
い
の
施
設
と
し
て
の
活
用
を
要
望
し
、経

済
波
及
効
果
を
加
味
し
た
提
案
を
求
め
る
べ

き
。

①
民
間
へ
の
売
却
の
検
討
の
要
因

②
民
間
提
案
の
選
択
の
根
拠

③
地
域
へ
の
貢
献
度
を
重
視
し
た
活
用

④
本
事
業
の
成
功
で
、他
の
公
有
財
産
と
施
設

へ
の
民
間
活
力
導
入
に
繋
が
る
の
で
は
。

①
未
利
用
で
所
有
し
続
け
る
不
利
益
を
認
識
し

て
、箸
尾
駅
に
近
接
し
有
効
な
資
産
で
あ
る
の

で
、民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
売
却
が
最
適
と

判
断
し
た
。

②
周
辺
に
長
龍
酒
造
・南
都
銀
行
箸
尾
支
店
な

ど
立
地
し
、民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
の
提
案

　
　
平
成
30
年
11
月
の
議
会
全
員
協
議
会
で

の
説
明
に
質
問
す
る
。

①
詳
細
な
取
得
の
必
要
性

②
現
在
の
両
施
設
ご
と
の
敷
地
面
積
と
駐
車

台
数

③
取
得
予
定
地
の
面
積
と
駐
車
台
数

④
現
在
の
両
施
設
と
敷
地
の
近
い
将
来
で
の

更
な
る
活
用
の
構
想
。

　
多
数
の
利
用
時
対
策
の
増
設
は
当
然
だ
。
本

町
は
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
な
の
で
、
公

共
施
設
は
複
合
し
て
適
切
に
配
置
し
て
、
各

地
域
で
の
適
合
施
設
が
人
々
の
交
流
を
促
し
、

町
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は
。

北
幼
稚
園
跡
地
の

売
却
の
件

中
央
体
育
館
西
側
隣
地
の

駐
車
場
の
件

山
村
町
長

青
あ お き

木　義
よ し か つ

勝

問

問

山
村
町
長

▲「北幼稚園跡地より高田川堤を望む」
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許
可
権
者
で
あ
る
奈
良
県
と
是
正
等
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
改
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
中

央
公
民
館
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要

望
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

広陵町議会だより　105 号

　
　
平
成
29
年
11
月
29
日
に
「
広
陵
中
央
公
民

館
の
早
期
建
て
替
え
を
要
望
す
る
会
」
の
大
藪

愼
二
代
表
ら
が
一
万
筆
の
署
名
を
議
会
に
請

願
さ
れ
、
議
会
は
平
成
29
年
12
月
21
日
に
全
会

一
致
で
採
択
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
31
年

2
月
21
日
に
山
村
町
長
へ
、
要
望
す
る
会
は
再

度
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
今

回
の
是
正
及
び
改
修
工
事
の
よ
う
な
小
手
先

の
改
修
で
は
な
く
、
早
期
建
て
替
え
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。」
利
用
者
の
話
し
合
い
も
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
中
、
議
会
に
説
明
同
意
を
求
め

て
も
困
る
。
し
っ
か
り
と
協
議
。

問

　
　①

造
成
隣
地
の
戸
建
住
宅
に
対
し
、
工
場
か
ら

の
騒
音
・
振
動
等
の
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。

②
近
隣
の
田
原
本
町
（
コ
メ
リ
南
方
）は
、
土
地

所
有
者
と
企
業
が
直
接
売
買
す
る
と
し
て
い

る
。
広
陵
町
は
な
ぜ
事
業
用
地
を
町
が
買
収

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

③
事
業
計
画
書
の
収
支
で
路
線
価
推
計
に
よ
る

土
地
売
却
額
の
試
算
結
果
は
約
30
億
円
と
な

り
、
約
５
億
円
の
赤
字
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

極
力
削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
。

当
初
か
ら
赤
字
が
出
る
事
業
を
な
ぜ
進
め
て

い
く
の
か
。

①
誘
致
企
業
の
業
種
を
想
定
し
て
、
騒
音
・
振

動
等
の
環
境
保
全
に
関
す
る
説
明
が
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。

②
具
体
的
な
回
答
な
し
。

③
投
資
に
対
す
る
事
業
効
果
は
町
税
収
の
増
加
。

問

中
央
公
民
館
建
て
替
え

要
望
に
つ
い
て

箸
尾
準
工
地
域
企
業
誘
致

事
業
を
問
う

山
村
町
長

山
村
町
長

吉
よ し だ

田　信
の ぶ ひ ろ

弘

土
地
や
建
物
、
設
備
な
ど
の
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
と
法
人
住
民
税
へ
の
期
待
。

新
た
な
雇
用
、
年
間
約
１
４
０
億
円
の
工
場

出
荷
額
か
ら
の
地
域
経
済
の
活
力
を
生
み
出

す
原
動
力
。

▲広陵中央公民館
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広陵町議会だより　105 号

　
　
大
災
害
時
の
意
思
決
定
の
困
難
さ
は
想
像

を
絶
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
平
時
の
訓
練

と
備
え
が
な
け
れ
ば
危
機
へ
の
対
応
は
失
敗
す

る
。
地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
ど

ん
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
災

害
発
生
後
の
避
難
所
で
高
齢
者
や
、
障
が
い
者

の
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
町
地
域
防
災
活
動
推
進
条
例
を
策
定
し
安
全

な
町
の
実
現
の
た
め
に
普
段
か
ら
防
災
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
役
員
や
、自
主
防
災
会
と
共
同
で
、

地
域
住
民
参
加
型
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
推
進
。

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
真
美
ヶ
丘
第
一
小
学
校

区
で
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

問

　
　
町
は
保
険
税
の
計
算
方
法
を
平
等
割
を
な

く
し
て
、
そ
の
６
３
０
０
円
を
均
等
割
（
人
頭

税
）に
乗
せ
る
。ま
た
31
年
度
だ
け
の
特
例
で
、

医
療
分
の
平
等
割
を
２
７
４
０
０
円
か
ら
２
１

１
０
０
円
に
改
め
る
。
と
説
明
が
あ
る
が
、
こ

れ
で
は
多
く
の
方
が
安
く
な
っ
て
も
多
子
世
帯

は
保
険
税
が
あ
が
る
。
少
子
化
対
策
に
も
な
る

の
で
均
等
割
を
な
く
し
て
安
く
な
る
よ
う
に
工

夫
す
べ
き
。

　
31
年
度
基
礎
課
税
分
の
平
等
割
を
特
例
措
置

を
実
施
す
る
の
は
全
て
の
世
帯
に
付
加
さ
れ
て

い
る
の
で
公
平
な
負
担
調
整
が
図
れ
る
。
平
成

36
年
度
（
令
和
５
年
）を
見
据
え
な
が
ら
急
激
な

負
担
増
加
と
な
ら
な
い
よ
う
税
率
の
設
定
を
検

討
し
て
い
く
。

問

　
　
29
年
に
要
望
署
名
が
出
さ
れ
、
議
会
も
全

会
一
致
で
採
択
し
て
い
る
。
複
合
施
設
と
し
て

関
係
機
関
と
の
協
議
や
財
政
の
検
討
な
ど
さ
れ

た
か
。
小
手
先
だ
け
の
改
修
で
老
朽
化
し
て
い

る
建
物
を
押
し
付
け
る
の
で
な
く
早
急
に
立
て

替
え
て
町
民
の
文
化
的
な
要
求
を
満
た
す
責
務

が
あ
る
は
ず
。
数
か
月
も
休
館
す
る
際
の
大
き

な
損
失
を
危
惧
す
る
利
用
者
へ
の
対
応
は
。

　
本
町
で
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
認
定
こ
ど

も
園
、
西
小
学
校
教
室
不
足
な
ど
諸
問
題
が
多

数
あ
る
中
で
、
公
民
館
は
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
建
築
基
準
法
に
適
合
し
な
い
部
分
の
是

正
や
改
修
を
行
う
。
休
館
時
は
、
代
替
え
施
設

を
充
て
る
。

問

平
時
に
防
災
対
策
強
化
を

国
保
税
を
引
き
下
げ
て

中
央
公
民
館

早
期
建
て
替
え
要
望

山
村
町
長

山
村
町
長

山
村
町
長

山
や ま

田
だ

美
み

津
つ

代
よ
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ら
れ
る
が
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
検
討
、
協
議
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

援
を
集
中
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
必
要
な
支
援
措
置
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

広陵町議会だより　105 号

　
　
国
連
が
採
択
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）は
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
な
ど
17
の
国
際
的
な
持
続
可
能
な
開
発

目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
町
で
も
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
未
来
都
市
を
目
指
し
計
画
を
た

て
て
い
く
。
と
施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
計
画
策
定
に
つ
い
て
、
現
時
点
の
手
法
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
入
選
し

た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
つ
い
て
、
全

て
を
同
じ
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
は
総
花
的
と

な
る
た
め
、
本
町
の
地
域
性
も
見
極
め
、
経
済・

社
会
・
環
境
の
柱
の
中
か
ら
重
点
目
標
分
野
を

絞
り
込
み
、
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
へ

の
エ
ン
ト
リ
ー
を
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。
選

定
を
受
け
る
と
、
国
に
よ
る
財
政
的
な
措
置
、

規
制
・
制
度
改
革
、
税
制
優
遇
措
置
な
ど
の
支

問

　
　
平
成
31
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

利
用
無
償
化
に
よ
り
保
護
者
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
が
、予
算
編
成
上
の
財
政
配
分
、

ま
た
無
償
化
に
よ
る
影
響
は
。

　
利
用
者
負
担
分
の
無
償
化
に
よ
る
地
方
負
担

は
、
平
成
31
年
度
に
限
り
国
費
負
担
と
な
る
。

　
翌
年
度
以
降
は
、
地
方
財
政
計
画
及
び
地
方

交
付
税
の
対
応
と
な
る
。
無
償
化
に
よ
る
待
機

児
童
へ
の
影
響
は
、
１
号
認
定
か
ら
２
号
認
定

へ
の
切
替
え
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
入
所
希

望
増
等
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
潜
在
的
要
因
が
考
え

問

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
目
標
は

幼
児
教
育
・
保
育

無
償
化
に
つ
い
て

山
村
町
長

山
村
町
長

笹
さ さ い

井　由
よ し あ き

明
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広陵町議会だより　105 号

　
　
平
成
16
年
、
百
済
大
字
か
ら
渕
口
垣
内
の

道
路
整
備
の
要
望
が
出
さ
れ
、
今
年
1
月
に
地

元
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
約
14
年
か
か
っ
た
経

緯
の
説
明
を
願
い
た
い
。

　
平
成
16
年
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
百

済
地
区
の
道
路
整
備
要
望
と
し
て
受
け
、
垣
内

内
の
町
道
が
狭
隘
の
た
め
広
瀬
川
に
蓋
か
け
し

て
道
路
を
拡
幅
し
て
ほ
し
い
と
４
０
０
ｍ
の
施

工
を
要
望
さ
れ
た
。

　
一
級
河
川
を
連
続
し
て
蓋
か
け
は
許
可
で
き

な
い
と
の
回
答
の
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
一

級
河
川
広
瀬
川
と
準
用
河
川
広
瀬
川
と
の
交
換

に
つ
い
て
検
討
、
平
成
23
年
に
国
の
認
可
を
受

け
、
28
年
の
12
月
議
会
で
準
用
河
川
を
国
に
無

償
譲
渡
す
る
こ
と
に
可
決
、交
換
手
続
き
完
了
。

　
30
年
度
は
蓋
か
け
に
よ
る
道
路
拡
幅
工
事
の

設
計
を
行
い
、
地
元
説
明
会
を
開
催
、
地
元
の

了
解
を
得
て
31
年
度
か
ら
事
業
着
手
予
定
。

問

　
　
町
道
百
済
3
号
線
自
歩
道
整
備
に
つ
い
て

大
和
高
田
市
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
と
回
答
が
あ
っ
た
が
、
進
捗
状

況
は
。

　
ま
た
広
陵
町
の
住
民
が
利
用
す
る
中
和
幹
線

か
ら
松
塚
駅
ま
で
の
道
路
の
拡
幅
と
松
塚
駅
周

辺
の
開
発
を
大
和
高
田
市
へ
要
望
で
き
な
い
か
。

　
大
和
高
田
市
市
道
の
百
済
森
本
池
か
ら
中
和

幹
線
ま
で
の
う
ち
、
北
側
１
０
０
ｍ
は
路
肩
の

拡
幅
工
事
は
完
了
。
広
陵
町
の
境
界
ま
で
の
未

整
備
区
間
は
１
０
０
ｍ
残
っ
て
い
る
が
概
ね
幅

員
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
市
と
し

て
は
拡
幅
の
予
定
は
な
い
。

　
広
陵
町
と
し
て
は
農
道
の
活
用
も
含
め
た
自

歩
道
整
備
を
考
え
、
森
本
池
の
前
後
５
０
０
ｍ

の
区
間
に
つ
い
て
は
路
肩
拡
幅
を
可
能
な
限
り

広
く
し
て
自
歩
道
の
幅
を
確
保
し
た
い
。

　
ま
た
、
中
和
幹
線
か
ら
松
塚
駅
ま
で
の
拡
幅

と
駅
周
辺
の
開
発
を
大
和
高
田
市
に
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

問

百
済
渕
口
の
道
路
整
備
に

つ
い
て

百
済
3
号
線

自
歩
道
整
備
に
つ
い
て

山
村
町
長

山
村
町
長

濵
は ま

野
の

　直
な お

美
み

▲町道百済3号線
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の
結
成
、
米
や
そ
の
他
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
い
て
も
適
切
な
施
策
を
打
ち
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
農
業
法
人
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
設
立
実
績
は
な
い
が
、
現
在
、
特
定
農

業
振
興
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
地

区
で
集
落
営
農
組
織
の
設
立
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
現
在
設
立
さ
れ
て
い
る
営
農
組
織
を

含
め
て
法
人
化
を
検
討
し
て
い
く
。

広陵町議会だより　105 号

　
　
地
方
創
生
事
業
の
補
助
事
業
と
し
て
、
ス

タ
ー
ト
し
た
農
業
塾
も
育
成
か
ら
実
践
へ
と
移

行
し
、
後
継
者
育
成
の
試
金
石
と
し
て
見
守
っ

て
い
る
。

①
受
講
生
の
延
べ
人
数
、
職
業
と
し
て
の
自

立
者
の
人
数
を
問
う
。

②
本
年
か
ら
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
実
施
さ

れ
る
が
、
貸
出
し
施
設
は
順
次
増
や
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
修
了
生
の
将
来
に
向

け
て
の
支
援
は
。

③
農
地
所
有
者
の
耕
作
率
、
商
業
農
業
者
の

件
数
、
主
力
米
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
の
施
策
、
農
業
法
人
の
設
立
の
考
え

方
は
。

①
農
業
塾
を
開
講
し
、今
年
で
丸
５
年
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
受
講
者
は
延
べ
47
人
で
、
う
ち

農
業
塾
の
実
績
と

今
後
の
農
業
政
策
を
聞
き
た
い

山
村
町
長

３
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
方
は
９

人
で
あ
り
、
中
で
も
３
人
の
修
了
生
は
認
定

新
規
就
農
者
で
あ
る
。

②	

本
年
度
設
置
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
は
イ
チ

ゴ
の
育
苗
ハ
ウ
ス
３
棟
、
高
設
栽
培
ハ
ウ
ス

３
棟
を
設
置
し
、
修
了
生
３
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ウ
ス
は
自

立
支
援
の
施
設
で
あ
り
、
規
模
の
拡
大
は
考

え
て
い
な
い
。
な
お
、
栽
培
す
る
イ
チ
ゴ
は

奈
良
県
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
開
発
し
た｢

古

都
華｣

と
い
う
品
種
で
反
当
た
り
の
収
益
率

も
よ
く
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
と
考
え

て
い
る

③
最
新
の
農
業
セ
ン
サ
ス
か
ら
、
農
家
戸
数
８

０
４
戸
で
、
土
地
持
ち
非
農
家
数
は
４
２
５

戸
で
、
耕
作
率
は
約
65
・
４
％
で
あ
る
。
農

業
経
営
体
は
３
８
０
件
で
、
う
ち
販
売
実
績

の
あ
る
農
家
が
２
７
０
件
で
あ
る
。
次
年
度

以
降
設
立
予
定
の
「（
仮
称
）広
陵
町
産
業
振

興
機
構
」と
農
政
の
連
携
も
検
討
し
て
お
り
、

地
元
外
食
産
業
へ
の
農
産
物
流
通
ル
ー
ト
の

確
立
や
、
受
け
皿
と
し
て
の
地
元
農
業
組
織

坂
さ か の

野　佳
よ し ひ ろ

宏

問
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平
成
31
年
度
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
真
美
ケ
丘

第
一
小
学
校
に
お
い
て
開
設
し
た
い
。
今
後
は
、

町
内
す
べ
て
の
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
開
設
に
努
め
る
。

広陵町議会だより　105 号

①
昨
年
３
月
策
定
さ
れ
た
広
陵
町
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
の
中
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
町
が
率
先
し
て
取

り
組
み
、
町
内
の
事
業
所
へ
も
積
極
的
な

働
き
か
け
を
掲
げ
て
い
る
。
広
陵
町
の
取

り
組
み
を
聞
く
。

②
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
実
施

し
て
い
く
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
を
聞
く
。

①
７
月
か
ら
９
月
ま
で
を
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
強
化
月
間
と
し
、
定
時
退
庁
と
休
暇

取
得
を
奨
励
し
、
特
に
８
月
は
完
全
ノ
ー
残

業
月
間
と
し
て
原
則
、
時
間
外
勤
務
を
禁
止

し
た
。
今
後
も
役
場
内
部
か
ら
職
員
の
意
識

　
　
教
育
長
の
施
政
方
針
に
、「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
を
さ
ら
に
進
め
た
学
校
協
議
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）の
推
進
に
努

め
る
」
と
あ
る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞
く
。

問 を
育
て
る
。
ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
構
築
等
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
人
材
育

成
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
。

②
３
月
中
に
家
具
や
簡
易
レ
イ
ア
ウ
ト
の
み
を
整

備
し
、
そ
の
後
、
指
定
管
理
者
に
よ
り
再
整
備

す
る
予
定
で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議

の
う
え
設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
推
進
を

山
や ま む ら

村美
み さ こ

咲子

問山
村
町
長

植
村
教
育
長　
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先
般
、
リ
ー
サ
ス
に
よ
る
広
陵
町
の
地
域

経
済
循
環
分
析
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
結
果
、
柱
は
３
本
①
産
業
総
合
振
興
機
構

の
創
設
②
地
域
新
電
力
会
社
の
創
設
③
民
間
提

案
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
制
度
整
備
で
あ
る
。
そ
れ
は
民
間

と
連
携
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
リ
ン
ク
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
柱
で
も
あ
る
の
で
、

質
問
す
る
。

①
産
業
総
合
振
興
機
構
の
役
割
に
つ
い
て

②
地
域
新
電
力
の
設
立
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な

事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
の
か
、
料
金
は
安

く
な
る
の
か
。

③
産
業
総
合
振
興
機
構
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
・
・
・

例
え
ば
、
要
介
護
の
奥
様
を
抱
え
る
老
夫

婦
の
場
合
、夕
飯
の
お
か
ず
を
２
人
分
作
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
、

作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。

し
か
し
制
度
に
阻
ま
れ
ご
主
人
の
分
は
作

問 本
町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に

つ
い
て

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
時
に
、

行
政
で
は
無
理
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
を
使
っ
て
、
支
援
が
可
能
と
な
ら

な
い
か
。

①
こ
れ
か
ら
の
広
陵
町
の
方
向
性
を
決
め
る
大

き
な
組
織
に
な
る
。
ま
ち
行
政
の
中
間
支
援

を
行
う
。

②
広
陵
町
で
は
取
次
モ
デ
ル
を
考
え
て
い
る
。

料
金
が
安
く
な
ら
な
い
と
導
入
し
な
い
。

③
制
度
に
阻
ま
れ
た
人
を
ど
う
す
る
の
か
。
町

は
そ
の
相
談
を
受
け
た
段
階
で
、
こ
の
人
た

ち
に
対
し
て
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う

こ
と
に
知
恵
を
絞
り
た
い
。
内
容
に
よ
っ
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
低
価
格
で

依
頼
で
き
る
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
た
い
。
実
現

で
き
れ
ば
、
広
陵
町
は
と
て
も
住
み
や
す
い

町
と
な
り
、
人
口
３
万
人
維
持
も
可
能
に
な

る
と
考
え
る
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
住
民
が

主
体
と
な
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
に
よ
り
解
決
す
る
事

業
の
こ
と
。産
業
総
合
振
興
機
構
に
は
、

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

上
で
自
分
の
苦
手
と
す
る
と
こ
ろ
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
機
能
が
あ
る
。

吉
よ し む ら

村眞
ま ゆ み

弓美

○
幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

その他の
質問事項

理
事
者
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　４７都道府県の知事で組織する全国知事会は、沖縄県をはじめとする在日米軍基地に係る基地負担の状況を、基地等の所在の有無
にかかわらず広く理解し、都道府県の共通理解を深めることを目的として、平成２８年１１月に「米軍基地負担に関する研究会」を
設置し、これまで６回にわたり開催してきた。
　研究会では、日米安全保障体制と日本を取り巻く課題、米軍基地負担の現状と負担軽減及び日米地位協定をテーマに、資料に基づ
き意見交換を行うとともに、有識者からのヒアリングを行うなど、共通理解を深め、７月２６日・２７日の両日に開かれた全国知事
会において「米軍基地負担に関する提言」を決定した。
　４７都道府県の知事が、「各自治体住民の生活に直結する重要な問題」として、米軍基地負担の現状や改善すべき課題について共
通理解を深め、米軍基地の負担軽減や日米地位協定の見直し等に関する提言を決定したことは、極めて重いものである。
　よって、国に対し、国民の生命・財産や領土・領海等を守る立場からも、全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」を踏まえた
次の事項について積極的に取り組まれるよう強く要望する。

記
１　米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で騒音測定器を増やすなど必要な実態調査を行うとともに、訓練ルートや訓
練が行われる時期について速やかな事前情報提供を必ず行い、関係自治体や地域住民の不安を払拭した上で実施されるよう、　十
分な配慮を行うこと。

２　日米地位協定を見直し、事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立入の保障などを明記すること。
３　米軍人等による事件・事故に対し、具体的かつ実効的な防止策を提示し、継続的に取組みを進めること。
　　また、飛行場周辺における航空機騒音規制措置については、周辺住民の実質的な負担軽減が図られるための運用を行うとともに、
同措置の実施に伴う効果について検証を行うこと。

４　施設ごとに必要性や使用状況等を点検した上で、基地の整理・縮小・返還を積極的に促進すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成31年3月20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

　衆議院議長　　　大島　理森　様
　参議院議長　　　伊達　忠一　様
　内閣総理大臣　　　安倍　晋三　様
　内閣官房長官　　　菅　　義偉　様
　外 務 大 臣　　　河野　太郎　様
　防 衛 大 臣　　　岩屋　　毅　様

　まだ食べることができる食品が、生産、製造、販売、消費の各段階で廃棄されている、いわゆる食品ロスの削減は、今や我が国に
おいて喫緊の課題と言える。国内で発生する食品ロスの量は年間６４６万トン（２０１５年度）と推計されており、これは国連の世
界食糧計画（ＷＦＰ）が発展途上国に食糧を援助する量の約２倍に上る。政府は、国連の「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に沿い、
家庭での食品ロスの量を２０３０年度までに半減させることを目指しているが、事業者を含め国民各層の食品ロスに対する取り組み
や意識啓発は、いまや必要不可欠である。
　食品ロスを削減していくためには、国民一人一人が各々の立場において主体的にこの課題に取り組み、社会全体として対応してい
くよう、食べ物を無駄にしない意識の醸成とその定着を図っていくことが重要である。
　また、まだ食べることが出来る食品については、廃棄することなく、貧困、災害等により必要な食べ物を十分に入手することがで
きない人に提供するなど、できるだけ食品として活用していくことが重要である。
　よって国におかれては、国、地方公共団体、事業者、消費者等が一体となって食品ロス削減に向けての取り組みを進めるため、下
記の事項について真摯に取り組むことを強く求める。

記
１　国、地方公共団体、事業者、消費者等の多様な主体が連携し、食品ロスの削減を総合的に推進するため、法律の制定を含めたよ
り一層の取り組みを実施すること。

２　商慣習の見直し等による食品事業者の廃棄抑制や消費者への普及 ･啓発、学校等における食育・環境教育の実施など、食品ロス
削減に向けての国民運動をこれまで以上に強化すること。

３　賞味期限内の未利用食品や備蓄品等を必要とする人に届けるフードバンクなどの取り組みをさらに支援すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成３１年３月２０日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

　衆議院議長　　　大島　理森　様
　参議院議長　　　伊達　忠一　様
　内閣総理大臣　　　安倍　晋三　様
　内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）　　　宮腰　光寛　様
　農林水産大臣　　　吉川　貴盛　様
　経済産業大臣　　　世耕　弘成　様
　厚生労働大臣　　　根本　　匠　様
　文部科学大臣　　　柴山　昌彦　様
　環 境 大 臣　　　原田　義昭　様

議会において可決され、次の２つの意見書を関係機関に提出いたしました。意見書

米軍基地負担に関する提言の推進を求める意見書

食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意見書

前 号 訂 正 ・P21「広陵町政治倫理審査会の審査委員選出に関する決議」の訂正について
 本文中の「3　住民各位に謝罪する。」を「3　住民各位に陳謝する。」に改めます。
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前 号 訂 正 ・P ２２「委員会の窓」中、総務文教委員会の決裁「全員一致」を「賛成多数」に改めます。

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　「
平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」

○
中
央
公
民
館
改
修
設
計
委
託
料
の
繰
越
明
許
に
つ
い
て

①
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
ト
イ
レ
改
修
を
目
的
と
し
た
設
計
な

の
か
？

①
前
提
と
し
て
設
計
発
注
。
違
法
建
築
部
分
の
是
正
改
修
が
必
要

だ
が
、
県
と
の
協
議
は
済
ん
で
い
な
い
の
で
契
約
期
間
の
繰
り

越
し
。

◎
平
成
29
年
に
中
央
公
民
館
早
期
建
て
替
え
を
要
望
す
る
１
万
人

署
名
が
提
出
さ
れ
、
請
願
を
議
会
で
は
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

公
民
館
改
修
は
違
法
部
分
の
改
修
な
ど
最
低
限
に
と
ど
め
る
べ

き
で
あ
る
。

②
工
事
期
間
に
は
公
民
館
を
使
用
で
き
な
く
な
る
が
、
利
用
者
へ

の
対
応
・
説
明
は
？

②
代
換
え
措
置
を
検
討
し
て
い
る
。（
町
の
５
つ
の
体
育
館
、グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
、
は
し
お
元
気
村
、
さ
わ
や
か
ホ
ー
ル
な
ど
）

◎
新
築
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

議
案
第
17
号

　
　
　
　
　
　
「
広
陵
町
霊
園
条
例
改
正
」 

　
合
葬
墓
の
新
設
概
要
は
？

　
合
葬
墓
は
、
ご
遺
骨
を
共
同
で
埋
蔵
す
る
施
設
で
す
。
町
が
将

来
に
わ
た
っ
て
管
理
し
て
い
く
た
め
、

　
「
お
墓
が
な
い
」「
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
」
と
い
う
方
で
も

安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
案
第
13
号

委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓
　第 1回定例会（3月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された
26件について審査を行いました。その主な内容と結果をお知らせします。

附
帯
決
議
提
出
可
決

回
答

回
答

質
問

質
問

１．広陵町営石塚霊園合葬墓の概要

２．アクセス

５０，０００円／体
（使用許可時に一括納入。毎年の管
理料は必要ありません。）
２５，０００円／枚　（希望者のみ）
令和元年６月３日より随時

使 用 料

記名板使用料
募 集 時 期

石塚霊園までの地図

石塚
霊園

住所
広陵町大字三吉
５３０番地１

Ｑ 

附
帯
決
議
っ
て
・
・
・
？

Ａ　

町
長
（
執
行
機
関
）
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
や
条
例
な
ど
の
議
案
に
対

し
て
、
そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
の
議
会
と
し
て
の
要
望
や
意
見
等
を
あ
ら

わ
す
も
の
で
す
。
法
的
な
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
長
は
こ
の
要
望

や
意
見
等
を
尊
重
す
る
政
治
的
・
道
義
的
な
責
任
を
負
い
ま
す
。

回
答

質
問
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　当初 3 月議会最終日をもって解散予定でした
が、予定した課題が消化できず、本年 12 月議会
最終日まで継続することとなりました。これまで
いろいろなテーマで協議を進めてきましたが、条
例のチェックと改定案提案ができないか研究する
ことになりました。

☆６月議会・９月議会・１２月議会では、
　どのような条例改定がでてくるのか
　お楽しみに！

　今回の議会では、
１）過去 11 回の一般質問についてテーマ別に
２）政務活動費の後払い制導入　
３）町奨学金の保証人を 2 名から 1 名に変更
４) 既に役割を終えた条例の廃止等
　  を行いました。

委 員 長　八尾　春雄
副委員長　吉村　裕之
委　　員　濵野 直美・吉村 眞弓美
　　　　　坂口 友良・堀川 季延
　　　　　谷　禎一　

新施設への議員による視察研修
社会福祉法人　陽　　小規模保育事業

おひさま保育園

王寺町防災コミュニティセンター
いずみスクエア

囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
広
陵
町
議
会
は
、
平
成
31
年
１

月
６
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
王
寺
町

に
あ
る
「(

愛
称)

い
ず
み
ス
ク

エ
ア
」
へ
平
成
31
年
３
月
25
日
に

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　
十
分
な
地
域
の
避
難
所
と
し
て

の
防
災
機
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
多
彩
な
施
設
を
設
け
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
併

せ
持
っ
て
い
ま
す
。
感
心
す
る
点

は
多
く
あ
る
と
と
も
に
、
お
互
い

の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲３月２８日内覧会の様子

「議会活性化特別委員会コーナー」

　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
、
平
成
31

年
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新

し
い
保
育
園
で
す
。

　

園
児
数
は
全
体
で
19
名(

０
歳

児
５
名
・
１
歳
児
６
名
・
２
歳
児

８
名)

の
小
規
模
保
育
園
で
す
。

　

内
覧
会
で
は
、
基
本
方
針
「
愛

あ
る
子
ど
も
を
育
む
」
か
ら
伝
わ

る
よ
う
に
園
内
の
あ
た
た
か
い
雰
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第 4回

町内で活動している団体やサークル
を紹介します。（活動団体は、営利活
動を目的としない公共性・公益性が高
いボランティア的な団体を掲載して
います。）

キュウレンジャー令和！！！
　　4 月 1 日　九錬者は 1 歳になりました。
沢山の課題をメンバー全員で乗り越えた 1 年
でした。今後は、さらに地域の皆様に親しみ
を感じて頂けるように、地域の人との関わり
をより深める活動をしていきたいです。

キュウレンジャー参上！
　九錬者は、「理念はしっかり・活動は柔軟に対応す
ること」を念頭に、地域の交流の広がりを願い活動を
開始しました。11 名のメンバーが、日常生活の支援、
子育て支援、防災力の強化の内容で、家族でも出来る
30 分程度で終了する継続性のない作業を、複数人で
秘密厳守にて対応しています。また、気軽に依頼が出
来るように、1 件 300 円の有償ボランティアとし、
収入は防災会の活動にあてています。

キュウレンジャー活躍！！
　九錬者は、馬見北 9 丁目内でお困り事の依頼を受
けると共に、自治会や防災会のイベントのお手伝い
や、真友会（老人会）の花見や新年会にも参加して、
多くの人と親睦を深めています。
　今年度は、蛍光灯の交換、カーテンの付け替え、
排水溝の詰まり、雨戸の修理など、17 件の依頼を
お手伝いさせて頂きました。 

馬見北 9 丁目の自主防災会が発足して 5
年、地域の高齢化が進む中で困っていた
ことが、助けのいる避難者が、どこにい
るのか分からないことでした。この問題
を解決するための秘策として、日常的に
困り事を手助けすることにより、住民の
相互理解を深めて防災力を高めようと、
九錬者は誕生しました。

馬見北 9 丁目自主防災会　お助け隊「九錬者（きゅうれんじゃー）」
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2
月

1
日　
議
員
懇
談
会

4
日　

北
葛
城
郡
町
議
会
議
長
会　

21
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会　

26
日　
議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　

　
　4

日　
第
1
回
定
例
会
（
初
日
）

7
日　
第
1
回
定
例
会
（
2
日
目
）

8
日　
第
1
回
定
例
会
（
3
日
目
）

11
日　
第
1
回
定
例
会
（
4
日
目
）

12
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

13
・
14
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日　
中
学
校
卒
業
式

18
日　
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
卒
園
式

19
日　
小
学
校
卒
業
式

20
日　
第
1
回
定
例
会
（
最
終
日
）

　
　
　
広
陵
南
保
育
園
卒
園
式

　
　
　
常
葉
保
育
園
卒
園
式

22
日　
広
陵
西
保
育
園
卒
園
式

23
日　
真
美
北
保
育
園
卒
園
式

　
　
　
ひ
だ
ま
り
保
育
園
卒
園
式

26
日　
馬
見
労
祷
保
育
園
卒
園
式

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

27
日　
広
報
編
集
委
員
会
（
第
1
回
）

1
日　
ひ
だ
ま
り
保
育
園
入
園
式

3
日　
馬
見
労
祷
保
育
園
入
園
式

　
　
　
広
陵
西
保
育
園
入
園
式

4
日　
真
美
北
保
育
園
入
園
式

5
日　
広
陵
南
保
育
園
入
園
式

　
　
　
常
葉
保
育
園
入
園
式

7
日　
奈
良
県
知
事
選
挙

9
日　
小
学
校
入
学
式

10
日　
中
学
校
入
学
式

12
日　
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
入
園
式

15
日　
第
1
回
臨
時
会

議
会
日
誌

編
集
後
記

　
平
成
31
年
第
1
回
定
例
会
も
閉
会
し
、

30
年
度
最
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
編
集

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
委
員
会
で
は
住
民
の
皆
様
に
町
政

や
、
議
会
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
次
の
よ
う
に
改
善
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

⑴
賛
否
及
び
議
決
結
果
と
賛
成
・
反
対

の
理
由
を
合
わ
せ
て
掲
載
。

⑵
各
議
案
の
主
な
内
容
を
追
加
。

⑶
一
般
質
問
を
各
議
員
１
ペ
ー
ジ
と
し
、

写
真
や
資
料
を
掲
載
。

⑷
委
員
会
の
窓
を
充
実
。

⑸「
地
域
の
つ
な
が
り
」を
新
し
く
設
け
、

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
よ
り
住
民
の
皆
様
に
読

み
や
す
く
な
る
よ
う
町
広
報
と
同
じ
く

カ
ラ
ー
の
ペ
ー
ジ
が
増
え
ま
し
た
。　

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
町
政
や
議
会
の
内

容
を
住
民
の
目
線
で
お
伝
え
で
き
る
よ

う
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

谷　
禎
一

委 

員 

長　

副
委
員
長　

委　
　
員　

委　
　
員　

委　
　
員

委　
　
員

谷　
　
禎
一

濵
野　
直
美

吉
田　
信
弘

山
田　
美
津
代

山
村　
美
咲
子

笹
井　
由
明

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

広
報
編
集
委
員

4
月

広
陵
町　

議
会
だ
よ
り 

No.
1
0
5　
　
　
　

3
月
定
例
会　
令
和
元
年
５
月
1
日

発
行

／
広

陵
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
〒

635-8515 奈
良

県
北

葛
城

郡
広

陵
町

大
字

南
郷

583番
地

1 TEL0745-55-1001 FAX0745-55-1165

3
月

議会からのお願い
　議会だより取材のため、腕章
を着用した議会議員が写真撮
影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいた
します。

馬見労祷保育園入園式 ▲

真美ヶ丘第一小学校
入学式 ▲

▲真美ヶ丘中学校
　入学式

真美ヶ丘第二幼稚園入園式 ▲ひだまり保育園入園式 ▲


